
村
上
田
長
は
、
明
治
初
頭
の
激
動
期
を
医
人
と
し
て
の
み
な
ら

ず
、
理
想
と
現
実
に
つ
ま
ず
き
な
が
ら
も
情
念
に
燃
え
た
志
士
と
し

て
生
き
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ひ
と
り
の
医
者
の
生
涯
を
示
し
て
く
れ

た
。

（
Ｄ
川
鳥
整
形
外
科
病
院
の
村
上
医
家
資
料
館
）

宮
永
村
の
「
松
瀬
園
」
に
田
畑
を
耕
し
、
半
農
半
医
の
晩
年
を
お

く
っ
た
と
四
男
巧
児
は
書
い
て
い
る
。

中
津
に
帰
っ
た
田
長
は
、
医
師
と
し
て
、
コ
レ
ラ
流
行
（
死
者
六

七
人
）
の
医
療
活
動
を
行
っ
た
り
、
絵
筆
、
作
詩
、
画
賛
を
た
の
し

む
日
常
で
あ
っ
た
。

る
0

１

従
来
、
日
本
に
お
け
る
全
身
麻
酔
の
鼻
祖
は
、
紀
州
の
華
岡
青
洲

と
さ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
三
十
三
年
沖
縄
の
歴
史
学
者
東
恩
納
氏
に

よ
っ
て
、
琉
球
の
高
嶺
徳
明
な
る
人
物
が
、
青
洲
を
遡
る
こ
と
二

五
年
も
前
に
全
身
麻
酔
術
を
用
い
補
唇
の
術
を
施
行
し
た
事
蹟
が
発

掘
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
高
嶺
の
業
績
は
、
識
者
の
注
目
を
集
め
、
沖
縄
出

身
の
医
史
学
者
金
城
氏
も
高
嶺
に
つ
い
て
言
及
し
、
さ
ら
に
沖
縄
の

本
土
復
帰
に
際
し
て
、
沖
縄
の
医
学
調
査
を
施
行
し
た
鹿
児
島
大
の

佐
藤
八
郎
教
授
も
高
嶺
の
業
績
の
再
認
識
を
訴
え
た
。
し
か
し
高
嶺

の
主
要
な
業
績
は
、
全
身
麻
酔
法
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
門

の
麻
酔
科
学
か
ら
観
た
研
究
は
な
か
っ
た
。

本
邦
に
全
身
麻
酔
を
伝
え
た

高
嶺
徳
明
の
事
蹟

|公

木
明
知
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２

以
上
の
よ
う
な
事
情
で
、
著
者
は
、
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
に
沖

縄
を
訪
ね
、
高
嶺
家
の
直
系
の
子
孫
の
方
々
に
会
い
、
種
食
調
査
し

た
結
果
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
二
、
三
の
知
見
を
得
た
。

３

高
嶺
家
に
伝
え
ら
れ
る
『
魏
姓
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
徳
明
は
承
応

二
年
（
清
の
順
治
十
年
、
一
六
五
三
）
に
生
ま
れ
、
童
名
を
恩
五
良
、

字
を
徳
名
と
称
し
、
希
賢
と
号
し
た
。

十
歳
の
時
紫
金
大
夫
と
随
っ
て
清
の
福
州
に
赴
き
、
三
年
間
滞
在

し
、
こ
の
時
中
国
語
を
学
ん
だ
。

帰
国
し
て
か
ら
は
、
福
州
か
ら
の
渡
来
人
が
形
成
し
た
久
米
村

（
ク
｜
フ
グ
村
）
の
三
十
六
姓
の
一
つ
「
魏
」
姓
を
賜
っ
た
。

徳
明
が
清
に
渡
っ
た
の
は
、
計
六
回
で
あ
っ
た
が
、
第
四
回
目
の

進
貢
時
に
黄
会
友
か
ら
全
身
麻
酔
下
の
補
唇
術
を
学
ん
だ
。
王
孫
尚

益
の
欠
唇
を
治
療
す
る
た
め
王
命
を
受
け
て
学
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

元
緑
二
年
（
一
六
八
九
）
の
こ
と
で
あ
る
。

琉
球
に
帰
っ
て
か
ら
、
尚
益
に
手
術
す
る
前
に
、
五
人
の
欠
唇
者

の
手
術
を
行
い
、
い
ず
れ
も
数
日
で
完
治
し
、
十
一
月
二
十
日
尚
益

５

高
嶺
が
手
術
を
行
っ
た
当
時
、
琉
球
に
は
ケ
シ
、
大
麻
が
将
来
さ

れ
て
い
た
と
い
う
記
録
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
高
嶺
の
行
っ
た
全

身
麻
酔
は
、
ケ
シ
か
大
麻
に
よ
る
と
い
う
積
極
的
根
拠
は
な
い
。
む

し
ろ
、
青
洲
と
同
じ
マ
ソ
ダ
ラ
ゲ
を
用
い
た
可
能
性
の
方
が
高
い
と

の
手
術
を
行
っ
て
成
功
し
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
島
津
藩
の
奉
行
村
尾
源
左
衛
門
も
、
手
術
を
見
学

し
た
い
と
徳
明
に
伝
え
、
同
藩
の
医
師
伊
在
敷
道
與
を
同
席
さ
せ

て
、
各
々
秘
伝
書
一
巻
を
授
け
ら
れ
た
。

高
嶺
に
よ
る
手
術
の
実
証
は
合
計
七
人
で
あ
る
。

４

高
嶺
の
全
身
麻
酔
の
詳
細
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な

い
。
し
か
し
、
著
者
の
実
地
調
査
に
よ
っ
て
、
㈲
黄
会
友
が
秘
伝
を

な
か
な
か
教
授
し
な
か
っ
た
こ
と
、
。
尚
益
の
手
術
を
二
回
行
っ
て

い
る
こ
と
、
白
尚
益
が
術
後
口
ヒ
ゲ
を
生
し
た
こ
と
、
四
高
嶺
家
に

は
、
黄
会
友
と
盟
約
を
誓
っ
た
時
の
仏
像
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
新
た
に
判
明
し
た
。
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推
察
さ
れ
る
。

京
都
の
官
医
・
山
脇
一
門
に
よ
る
解
剖
に
つ
い
て
は
、
『
養
寿
院

家
譜
』
に
次
の
五
つ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

１
、
宝
暦
四
戌
年
（
一
七
五
四
）
二
月
、
奉
願
於
獄
中
解
男
子
刑
人

屍
観
臓
、
著
臓
志
井
附
録
梓
行
、
時
五
十
歳
（
注
“
東
洋
）
也
、

当
時
所
司
代
酒
井
讃
岐
守
忠
用

２
、
宝
暦
八
寅
年
（
一
七
五
八
）
十
月
再
於
獄
中
解
男
子
刑
人
屍
観

臓
、
時
五
十
四
歳
（
注
“
東
洋
）
也
、
当
時
所
司
代
松
平
右
京
大

夫
輝
高

３
、
明
和
八
辛
卯
年
（
一
七
七
一
）
十
二
月
昨
年
八
月
願
通
相
済
候

婦
人
観
臓
於
獄
屋
有
之
（
注
“
東
門
）

４
、
安
永
四
乙
未
年
（
一
七
七
五
）
八
月
昨
年
願
通
相
済
於
獄
屋

婦
人
観
臓
有
之
（
注
《
東
門
）

５
、
安
永
五
丙
申
年
（
一
七
七
六
）
三
月
又
於
獄
屋
男
子
観
臓
有

山
脇
東
洋
お
よ
び
そ
の
一
門
の

解
剖
の
地

ヂ
ー
、

芳
田
一
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